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・なぜという問いかけ
・因果関係を問う

本日のグループワーク：A・B・O式血液型が同じ人と3~4人のグループを作る。
苅谷剛彦（1996）を読んで
1.「なぜ」という問いは、「どうなっているのか」という実態探しの問いよりも、何がすぐれているのだろうか。ヒント：137ページまで読んでから考えよう！
2.「原因と結果の関係を確定するための三つの原則」（前掲書 135ページ8行目）について、中学生の通塾率の上昇という例で説明していますが、別の例で説明して見よう。すっかり講義のことを忘れてしまった（必ず忘れます！）“未来の自分”に、この因果関係の原則を説明する良い例を考えてください。卒業論文や集団・組織（就職先での仕事や家庭・投票行動等）で意思決定をするときに、きっと役立ちます。

　回答は、グループワークの用紙にお書きください。

来週、なるべく多くの例を紹介しながら、さらに考えを深める予定です。
